
ポロシェンコ “最大の堕落大統領” ：ハンター・バイデン

の仕事は父への賄賂？ 

前ウクライナ大統領ポロシェンコ（かつて安倍首相が会いに行った）とバイデン父子

の犯罪的繋がり 

 

 

【訳者 Greatchain 】 

ここで言われていることを一言でいえば、ポロシェンコが「歴史上最大の堕落した大統領」

なら、バイデン父子のみならず、ウクライナを政変によって乗っ取り、世界を騙そうと画

策した、アメリカ政府こそ、大犯罪者だということである。 

 

その中心人物だったのはビクトリア・ヌーランドで、この女性が米大使との密談で話した

ことが、すっかり盗聴され、彼女が “Fuck the EU!” (EU なんてクソくらえ！)と言ったこ

とが、有名になるほど周知されているにもかかわらず、アメリカと（ポロシェンコの！）

ウクライナは立派に協力して、ロシアの悪に対抗して頑張っている、というような「神話」

が、わが国の政府でも、主流メディアでも宣伝されている。これがどう変わっていくのか、

我々はどう目覚めるべきかを、変わっていくロシア情勢や、コーエン教授の教訓から学ぶ

べきである。 
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（左）ハンター・バイデンとジョー・バイデン （右）ペトロ・ポロシェンコとジョー・バイデン 

 



前ウクライナ高官（複数）がフランスの報道記者に語ったところによると、ペトロ・ポロ

シェンコ大統領が、直接、腐敗に関わっており、ハンター・バイデンのガス会社「ブリス

マ」における仕事は、彼の父、米副大統領への賄賂だった。 

 

米大統領ドナルド・トランプは、現在、上院で裁判を受けているが、下院での彼の弾劾の

理由は、民主党の申し立てによると、腐敗への関与によってウクライナに対して軍事援助

を差し止めるのは、権力の乱用に当たるというものである。 

 

しかし、前ウクライナ高官と、反腐敗活動家たちの証言は、「ブリスマ」を巻き込む腐敗な

どなかっただけでなく、この天然ガス会社は、前副大統領で民主党大統領有望者ジョー・

バイデンの息子に繋がっており、そのすべてがトップに繋がっていたことを明らかにして

いる。 

 

このような事実は、「ウクライナ・ゲイト：不都合な事実」https://ukrainegate.info/part-3-a-

not-so-noble-president/というドキュメンタリー・シリーズ第 3 部に見ることができる。

これは、フランスの調査ジャーナリスト Oliver Berruyer の制作によるもので、彼は人気あ

る反腐敗の経済ブログ Les Crises の創設者である。 

 

ハンター・バイデンが雇われたのは、「もっぱら、ウクライナ政府に圧力をかけて、ガス会

社 “ブリスマ” に対する犯罪調査をやめさせるためだった」と、前副検事総長 Renat 

Kuzumin は、Berruyer に語った。これらの調査は、ハンター・バイデンの報酬が事実上、

賄賂で、彼の父につながるものであり、父はウクライナの政治を、オバマ政権のために操

っていた可能性があることを明らかにした。 

 

バイデン副大統領が、検事総長のヴィクトル・ショーキンを――後にカメラに向かって誇

示したように――クビにするよう要求したとき、そのお役に立ったのはポロシェンコだった。

――そのためには、Rada（ウクライナ議会）のある者に、賄賂を払わねばならなかったが 

――と、インタビューを受けた人々は明らかにしている。 

 

ある主導的な反腐敗活動家が、前大統領（ポロシェンコ）は、検事総長の事務室を個人的

な管理下に置いたと、公然と非難した。ある前副検事は、ポロシェンコはこの事務室を、

カネと権力を追求するための「護衛サービス」として使ったと言った。 

 

また検事総長事務室のある前雇用者は、ポロシェンコのことを「現在のところ、我々の歴

史の中で最も堕落した大統領」だと説明した。 

 

https://ukrainegate.info/part-3-a-not-so-noble-president/
https://ukrainegate.info/part-3-a-not-so-noble-president/


  RT.com 関連情報：「ウクライナ・ゲイト：主流メディアはバイデンの話を信ずるが、

ドキュメンタリーでは、クビになった検事は〈ブリスマ〉に 6 つの罪状を負わせてい

る」 

 

前議員のオレクサンデル・オヌイシェンコの証言によると、ブリスマの所有者 Mykola 

Zlochevsky は、2015 年後期に彼を利用して、5,000 万ドルの追加賄賂のオファーを、ポロ

シェンコに申し出て調査が消えるよう図り、大統領はこれに合意したという。前議員でポ

ロシェンコの親友だったある男は、その後、変心して内部告発者となり、彼自身が票のた

めに賄賂を取り、（クビになった）ショーキンを除こうとした、と告白した。 

 

ポロシェンコは、2019 年の再選挙で、コメディアンだったヴォロジミール・ゼレンスキー

に破れ、現在、腐敗による多数の犯罪調査を受けていると言われる。 

 

「不幸なことに、ウクライナは骨の髄まで腐っている」と、前副検事総長クズミンは、ア

メリカ政府が、ポロシェンコ政府と深く関わっていたことを、指摘して言った。 

 

                             ——以上 

 


